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圧痛点あれこれ２圧痛点あれこれ２

圧痛点については３年前にこのコー圧痛点については３年前にこのコー

ナーのナーの「治療の技法＋痛みのレッス「治療の技法＋痛みのレッス

ン」ン」（全（全1313回）回）のなかでも触れていのなかでも触れてい

ます。ます。そのころは何回か押圧しないそのころは何回か押圧しない

と痛みのでない鈍感な圧痛点を虚とと痛みのでない鈍感な圧痛点を虚と

実という視点では見ていませんでし実という視点では見ていませんでし

た。た。先月号で圧痛点にこの虚実とい先月号で圧痛点にこの虚実とい

う視点をいれて太極図の陰陽のイう視点をいれて太極図の陰陽のイ

メージで説明しましたが、メージで説明しましたが、圧痛点と圧痛点と

いう現象をうまく説明できなかったいう現象をうまく説明できなかった

とも思っています。とも思っています。ただ、ただ、鈍感でも鈍感でも

敏感でも圧痛点は脳になんらかの異敏感でも圧痛点は脳になんらかの異

常を知らせていることは間違いあり常を知らせていることは間違いあり

ません。ません。それと圧痛点の特徴は身体それと圧痛点の特徴は身体

の重さのの重さの5050％を占める筋肉％を占める筋肉（筋膜や（筋膜や

腱などの結合組織も含む）腱などの結合組織も含む）にかならにかなら

ず持続的な緊張が伴います。ず持続的な緊張が伴います。つまつま

り、り、筋肉に損傷あるいは緊張筋肉に損傷あるいは緊張（スト（スト

レス、レス、疲労の蓄積、疲労の蓄積、持続的抗重力）持続的抗重力）がが

おこると、おこると、その神経や動脈の走行上その神経や動脈の走行上

の筋肉は硬くなっていき、の筋肉は硬くなっていき、それに伴それに伴

い圧痛点が筋膜や腱などに点在してい圧痛点が筋膜や腱などに点在して

いくように思います。いくように思います。また、また、神経や神経や

動脈は緊張した筋肉や腱や靭帯の間動脈は緊張した筋肉や腱や靭帯の間

を通っているので、を通っているので、血流は滞り、血流は滞り、酸酸

素や栄養の供給も低下してしまいま素や栄養の供給も低下してしまいま

す。す。そのために筋肉や結合組織からそのために筋肉や結合組織から

の代謝産物の処理や運搬などもうまの代謝産物の処理や運搬などもうま

くいかなくなります。くいかなくなります。このような状このような状

態が長くつづくと、態が長くつづくと、筋肉や筋膜から筋肉や筋膜から

発痛物質である乳酸、発痛物質である乳酸、カリウム、カリウム、ププ

ロスタグランジン、ロスタグランジン、セロトニン、セロトニン、ブブ

ラジキニンなどが組織外に放出されラジキニンなどが組織外に放出され

痛みの閾値が低くなり圧痛点がでや痛みの閾値が低くなり圧痛点がでや

すくなるのです。すくなるのです。とくに局所的に血とくに局所的に血

流が滞り、流が滞り、冷えが入っている部位は冷えが入っている部位は

ヘモグロビンの酸素引渡しの能力もヘモグロビンの酸素引渡しの能力も

低下して酸素不足が加速されてしま低下して酸素不足が加速されてしま

うのです。うのです。ところで前述のところで前述の「治療の「治療の

技法＋痛みのレッスン」技法＋痛みのレッスン」のなかでわのなかでわ

たしは圧痛点のことをこう述べていたしは圧痛点のことをこう述べてい

ました。ました。「この未痛点の形状はわた「この未痛点の形状はわた

しのイメージではお碗のような半円しのイメージではお碗のような半円

球をしていて、球をしていて、難しいのはいつも体難しいのはいつも体

表の面にたいして垂直にあるとは限表の面にたいして垂直にあるとは限

らないからです。らないからです。ですから、ですから、押圧は押圧は

微妙に角度を変えないとお碗の底の微妙に角度を変えないとお碗の底の

真ん中にある未痛点には届かないこ真ん中にある未痛点には届かないこ

とになるのです。とになるのです。そして感覚的な言そして感覚的な言

い方ですが、い方ですが、この未痛点は非常に小この未痛点は非常に小

さくてミリどころかミクロンの差でさくてミリどころかミクロンの差で

中心に当るか当らないかという感じ中心に当るか当らないかという感じ

がしています」がしています」この当時、この当時、圧痛点を圧痛点を

未痛点と言い換えていましたが、未痛点と言い換えていましたが、今今

はやはり普通に圧痛点でいいのでははやはり普通に圧痛点でいいのでは

と思っています。と思っています。ところで圧痛点のところで圧痛点の

形状についてですが、形状についてですが、長浜善夫著の長浜善夫著の

「鍼灸の医学」「鍼灸の医学」昭和昭和3131年刊行年刊行（創元（創元

医学新書）医学新書）をこの間たまたま縁あっをこの間たまたま縁あっ

て読んだのです。て読んだのです。「こういうことを「こういうことを

総合して経穴の立体的な構築を想像総合して経穴の立体的な構築を想像

してみると、してみると、筋膜のあたりを底とし筋膜のあたりを底とし

て、て、上方皮膚面に向かって広がりを上方皮膚面に向かって広がりを

もったすり鉢状または壷状のものでもったすり鉢状または壷状のもので

あると理解されよう」あると理解されよう」「とくに異常「とくに異常

のある経穴は、のある経穴は、知覚過敏点、知覚過敏点、圧痛点圧痛点

などとして反応を呈するので、などとして反応を呈するので、割合割合

見つけやすい。見つけやすい。しかし、しかし、なかにはかなかにはか

えって知覚が鈍くなっていることもえって知覚が鈍くなっていることも

あり、あり、また凹んでいたり、また凹んでいたり、もりあもりあ

がったり、がったり、皮下にシコリやスジのよ皮下にシコリやスジのよ
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うなものが触れる場合もある」うなものが触れる場合もある」長浜長浜

善夫も臨床のなかで経穴について、善夫も臨床のなかで経穴について、

わたしの圧痛点のイメージに非常にわたしの圧痛点のイメージに非常に

近い感触をもっていました。近い感触をもっていました。今回、今回、

圧痛点について書いていたら、圧痛点について書いていたら、このこの

本にめぐりあうシンクロニシティが本にめぐりあうシンクロニシティが

おこり、おこり、なんかとてもうれしい気分なんかとてもうれしい気分

になりました。になりました。正直なところこれま正直なところこれま

で長浜善夫について知りませんでしで長浜善夫について知りませんでし

たが、たが、5050年前のこの本は教科書的で年前のこの本は教科書的で

はありますが、はありますが、あの時代の先進をあの時代の先進を

いっていた良書だと思います。いっていた良書だと思います。とことこ

ろで、ろで、この圧痛点のことで今気にこの圧痛点のことで今気に

なっているのは酸素不足のことでなっているのは酸素不足のことで

す。す。さきほど述べたように痛覚神経さきほど述べたように痛覚神経

は低酸素状態になれば閾値が低くなは低酸素状態になれば閾値が低くな

ります。ります。身体のいたるところに圧痛身体のいたるところに圧痛

点があるということは、点があるということは、それだけ酸それだけ酸

素を供給する血流がいたるところで素を供給する血流がいたるところで

滞っていることになります。滞っていることになります。そしてそして

このような酸素不足は体壁系だけでこのような酸素不足は体壁系だけで

なく内臓系でもおこっているはずでなく内臓系でもおこっているはずで

す。す。それで思い浮かぶ病気が、それで思い浮かぶ病気が、血球血球

増加症です。増加症です。これは多血症ともいいこれは多血症ともいい

中年で赤ら顔で汗っかきの肥満の人中年で赤ら顔で汗っかきの肥満の人

達に多い病気です。達に多い病気です。この症状はまさこの症状はまさ

に交感神経の過緊張や生活リズムのに交感神経の過緊張や生活リズムの

乱れ、乱れ、暴飲暴食、暴飲暴食、運動不足、運動不足、喫煙な喫煙な

ど生活習慣により血流が滞り内臓臓ど生活習慣により血流が滞り内臓臓

器が低酸素状態になるとおこりま器が低酸素状態になるとおこりま

す。す。つまり、つまり、このような状態になるこのような状態になる

と腎臓で赤血球造血因子と腎臓で赤血球造血因子（エリスロ（エリスロ

ポエチン）ポエチン）の分泌が高まり造血作用の分泌が高まり造血作用

がおこり、がおこり、低酸素状態をクリアしよ低酸素状態をクリアしよ

うとするのです。うとするのです。これはマラソンラこれはマラソンラ

ンナーが低酸素状態の高地トレーニンナーが低酸素状態の高地トレーニ

ングで造血を促す作用と同じです。ングで造血を促す作用と同じです。

これはいわば生体防衛反応といえまこれはいわば生体防衛反応といえま

すが、すが、運動不足でメタボな身体の造運動不足でメタボな身体の造

血作用は、血作用は、さらなる身体の不調を促さらなる身体の不調を促

すことになります。すことになります。つまり、つまり、赤血球赤血球

が多い状態は粘度が高くなり血流のが多い状態は粘度が高くなり血流の

低下がさらにおこり、低下がさらにおこり、それが血栓症それが血栓症

や虚血となり、や虚血となり、心疾患や脳疾患につ心疾患や脳疾患につ

ながるわけです。ながるわけです。またもうひとつ、またもうひとつ、

がんの発生と低酸素の関係も見逃せがんの発生と低酸素の関係も見逃せ

ないところだと思っています。ないところだと思っています。つまつま

り、り、がん細胞が成長するためには栄がん細胞が成長するためには栄

養と酸素を供給する血管新生が必要養と酸素を供給する血管新生が必要

です。です。栄養と酸素がなければがん細栄養と酸素がなければがん細

胞も分裂を繰り返すことができませ胞も分裂を繰り返すことができませ

ん。ん。実はこのがん細胞が低酸素状態実はこのがん細胞が低酸素状態

に陥いると、に陥いると、そのがん細胞はさらなそのがん細胞はさらな

る遺伝子変異を繰り返していくといる遺伝子変異を繰り返していくとい

います。います。するとしだいに低酸素抵抗するとしだいに低酸素抵抗

性を獲得していき、性を獲得していき、酸欠でも増殖力酸欠でも増殖力

のある悪性度の高いがんに変身するのある悪性度の高いがんに変身する

のです。のです。がん細胞は遺伝子変異にがん細胞は遺伝子変異に

よって毎日のように何千とできていよって毎日のように何千とできてい

ます。ます。ですから、ですから、内臓の血流が滞り内臓の血流が滞り

低酸素状態に陥った部位のがん細胞低酸素状態に陥った部位のがん細胞

は遺伝子変異が促進されるのではなは遺伝子変異が促進されるのではな

いかと思うのです。いかと思うのです。体壁系の筋肉が体壁系の筋肉が

低酸素状態になっているときには内低酸素状態になっているときには内

臓も同じ状態なはずです。臓も同じ状態なはずです。とういことういこ

とは圧痛点は内臓の酸欠状態を体表とは圧痛点は内臓の酸欠状態を体表

から確認できるポイントともいえるから確認できるポイントともいえる

のではないでしょうか。のではないでしょうか。あまりに直あまりに直

感的な言い方ですが、感的な言い方ですが、先人が経絡に先人が経絡に

内臓の名前を当てて、内臓の名前を当てて、経穴を配当し経穴を配当し

たことは経験的にこの因果関係がたことは経験的にこの因果関係が

分っていたからかもしれません。分っていたからかもしれません。そそ

うだとしたら、うだとしたら、科学的な知識のない科学的な知識のない

時代に内臓臓器をのぞく穴として経時代に内臓臓器をのぞく穴として経

穴、穴、すなわち圧痛点を見つけた先人すなわち圧痛点を見つけた先人

たちの智恵に脱帽です。たちの智恵に脱帽です。


